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TOF-SIMS は様々な種類のサンプルに広く使用されている。それをレーザーと組み合わせてス

パッタ中性粒子をイオン化させる方法はスパッタ中性粒子質量分析法（SNMS）という。主に紫

外領域のレーザーを用いた非共鳴多光子イオン化という手法を用いられている。ここで、我々は、

ターゲットの原子の共鳴準位に合わせたレーザーを用いて共鳴多光子イオン化することが成功し

た。この共鳴多光子イオン化を用いて、同重体干渉を排除し、より正確な同位体比の測定するこ

とができる。この方法は適切なレーザー波長を選べれば非常に高い元素選択性をもつ分析ができ

る。そういった波長選択できるレーザーは、Ti:Sapphire 結晶を用いて波長線幅が非常に細い波長

可変レーザーを開発した[1]。我々は、2 つの Ti:Sapphire レーザーを使用して「2 色」共鳴イオン

化という方法を開発し、「難分析核種」とよばれる Zr, Sr, Csにおける選択的分析ができた。さら

に、福島第一原発事故現場周辺で採取した環境中に汚染された微粒子における放射性成分を「2

色」共鳴イオン化を用いて分析し、微粒子に存在する場所を元素マッピングで特定でき、同位体

比の分析が成功した。このことは事故の解明、除染作業および廃炉作業にとって重要な役割を果

たす。 
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